
次
に
「
南
海
さ
ん
」

の
名
前
を
見
た
の
は
、

今
村
善
興
さ
ん
が
残
し

て
く
れ
た
座
光
寺
葵
窯

の
資
料
「
葵
窯
由
来
と

経
緯
」
で
あ
る
。
未
定

稿
な
の
で
、
記
述
に
濃

淡
の
あ
る
何
種
類
か
の

バ
ー
ジ
ョ
ン
が
あ
る
。

善
興
さ
ん
の
父
・
善
香

の
「
座
光
寺
葵
窯
」
の

事
業
を
記
述
し
た
そ
の

未
定
稿
の
中
に
、
昭
和

２
年
頃
か
ら
昭
和
６
年

頃
ま
で
、
平
岡
か
ら
陶

芸
家
西
澤
南
海
氏
を
招

い
て
製
陶
業
（
楽
焼
）

を
始
め
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
。
先
の
新
聞

記
事
は
「
和
田
南
海
」、

こ
ち
ら
は「
西
沢
南
海
」

に
な
っ
て
い
る
。
は
じ

め
は
別
人
で
、
南
海
さ

ん
が
二
人
い
る
と
思
っ

て
い
た
が
、
調
べ
て
い

く
と
同
一
人
物
の
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
と
い
う

の
も
、
尾
林
の
水
野
英

男
さ
ん
が
「
週
刊
い
い

だ
」
に
連
載
し
た
コ
ラ

ム「
伊
那
谷
の
陶
工
達
」

（
１
９
８
９
・
２
・
２
）

に
、
昭
和
５
年
頃
と
し

て
、
西
沢
南
海
（
細
工

師
）、達
磨
や
仙
人
の
置

物
を
つ
く
る
と
い
う
記

述
が
あ
る
。

ま
た
水
野
さ
ん
は
、

後
に
同
じ
コ
ラ
ム
「
西

澤
南
海
」（
１
９
９
３
・

２
・
１８
）
に
「
西
澤
南

海
は
、
岐
阜
県
郡
上
八

幡
の
生
ま
れ
と
聞
く
。

昭
和
に
な
っ
て
か
ら
こ

の
伊
那
谷
を
訪
れ
て
き

た
と
思
わ
れ
、
尾
林
・

天
龍
峡
・
平
岡
・
座
光

寺
あ
た
り
を
請
わ
れ
る

ま
ま
に
遍
歴
し
て
、
細

工
物
を
多
く
残
し
て
い

っ
た
」「
筆
者
が
小
学
生

（
昭
和
１４
年
）の
こ
ろ
、

い
つ
も
和
服
姿
の
南
海

さ
ん
が
、
尾
林
の
わ
が

家
に
滞
在
し
て
、
こ
ま

犬
、
ト
ラ
等
の
作
り
方

を
教
え
て
く
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
」「
南
海
は
卓

越
し
た
腕
を
持
っ
て
い

た
と
同
時
に
、
こ
の
楽

焼
技
法
、
釉
薬
の
調
合

法
、
楽
焼
窯
の
作
り
方

等
々
を
伊
那
谷
に
も
た

ら
し
た
こ
と
は
事
実
で

あ
る
」
と
い
っ
た
記
述

が
あ
る
。

今
村
・
水
野
両
氏
と

も
「
西
澤
南
海
」
と
し

て
の
記
述
で
あ
る
が
、

出
自
や
作
品
、放
浪
癖
、

奇
人
ぶ
り
な
ど
ど
う
も

先
の
「
和
田
南
海
」
同

一
人
と
思
わ
れ
る
。「
南

海
さ
ん
」、
ど
こ
か
で

「
和
田
」
か
ら
「
西
澤
」

に
改
姓
し
た
の
だ
ろ
う

か
。
先
妻
の
失
踪
（
後

述
す
る
死
亡
）
と
関
係

が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

と
り
あ
え
ず
、
上
記
の

資
料
を
も
と
に
、
そ
の

軌
跡
を
辿
っ
て
み
る

と
、
以
下
の
よ
う
に
推

定
で
き
る
。

大
正
３
年
前
後
、
郡

上
八
幡
か
ら
妻
子
と
も

５
人
で
現
在
の
天
龍
村

平
岡
に
来
た（
和
田
）南

海
が
、そ
の
後
、妻
に
去

ら
れ
、
子
ど
も
を
２
人

を
奉
公
に
出
し
、
自
身

は
井
出
呑
佛
の
紹
介
で

尾
林
に
行
き
、
さ
ら
に

そ
の
後
、
尾
林
か
ら
運

ん
だ
土
を
使
い
八
幡
町

毛
賀
沢
橋
付
近
で
焼
物

を
焼
い
て
い
た
が
、
新

聞
に
紹
介
さ
れ
た
大
正

１０
年
６
月
に
は
千
代
村

米
川
に
居
住
し
て
い
た
。

そ
の
後
昭
和
２
年
か

ら
６
年
頃
に
は
、
座
光

寺
葵
窯
築
窯
に
あ
た
り

今
村
善
香
（
古
瀬
）
に

招
か
れ
て
座
光
寺
に
居

住
。
そ
の
後
、
再
び
、

尾
林
に
戻
っ
た
。
こ
こ

で
は
「
西
澤
南
海
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
奉
公
に
出
さ

れ
た
二
人
の
姉
妹
の
側

か
ら
鎌
倉
貞
男
氏
が
調

査
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ

ば
、
位
牌
に
書
か
れ
た

南
海
の
本
名
は
應
木
、

妻
は
ハ
ル
エ
。
ハ
ル
エ

は
大
正
８
年
１
月
１５
日

に
没
し
た
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
こ
の
ハ
ル
エ

が
天
龍
村
に

や
っ
て
き
た

妻
、
ま
た
３

人
の
子
を
置

き
去
り
に
し

て
姿
を
消
し

た
と
あ
る
妻

で
あ
る
の

か
、
そ
れ
と

も
先
妻
没
後
結
婚
し
た

後
妻
で
あ
る
の
か
、
判

然
と
し
な
い
。
新
聞
記

事
で
は「
妻
子
と
も
五

人
」と
な
っ
て
お
り
、

実
際
は
大
正
６
年
に
生

ま
れ
、
後
に
橋
本
家
に

養
子
に
も
ら
わ
れ
た
生

ま
れ
た
ば
か
り
の
男
の

子
も
い
た
は
ず
で
妻
子

と
も
「
６
人
」
で
あ
っ

た
は
ず
あ
る
が
、
末
子

は
ど
う
や
ら
数
に
入
っ

て
い
な
い
。
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座光寺 今村家蔵

平岡 花田家

平岡 個人蔵
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